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中期経営計画の数値目標修正に関するお知らせ 

 

当社は、平成 28 年 4 月 28 日に公表しました中期経営計画の目標数値を下記の通り修正い

たしましたので、お知らせいたします。 

 

記 

 

１．修正の内容 
 
（修正後）                                      （百万円） 

 2017 年 3 月期 
（実績） 

2018 年 3 月期 2019 年 3 月期 

売上高  （連結） 29,850 30,472 32,200 
営業利益（連結） 4,372 3,350 4,400 
 

（修正前）                                  （百万円） 

 2017 年 3 月期 2018 年 3 月期 2019 年 3 月期 

売上高  （連結） 28,249 28,718 29,699 
営業利益（連結） 1,374 1,536 1,922 

 
２．修正の理由 

  2017 年 3 月期の業績は、電池部門の市況の改善にともない採算の改善が見られたことに加

え、主原料の無水フッ酸価格が当初想定より低水準で推移したことから、損益は当初計画を大

きく上回りました。2017 年 3 月期の営業利益および営業利益率が初年度において最終年度の

目標を達成したこと等を勘案し、中期経営計画の目標数値を修正いたしました。 

  2018 年 3 月期については、足元の無水フッ酸価格の上昇を反映したことから減益を見込ん

でおりますが、2019 年 3 月期においては、原料価格の上昇が一服するとともにリチウムイオ

ン二次電池用の添加剤の販売が増加することが予測されることから、2017 年 3 月期の利益水

準に回復することを見込んでおります。 

     

なお、中期経営計画で掲げている事業戦略や事業分野別の取り組みにつきましては、変更は

ありません。当社グループは、中期経営計画のもと、一丸となって企業価値の向上を図るとと

もに、持続的に成長することを目指してまいります。 



 

 

 

本計画の資料に記載されている数値目標等の将来に関する記載は、当社が現在入手している情

報および合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因によ

り大きく異なる可能性があります。 

 

以上 


